
















ブリューミ γのコ y ピナート論
における廃物問題…・・…ー'・・・・……日日目・…吉 田 文 和 26 
労働力の価値と欲望問題…，-.-.'... ，_. .-. ，-.ー 神谷 明 48 
労働力価値の変動の歴史的分析および













1) イ ゲ・プリュ ミン(11.r. EJI幻MHH)著『資本主義的コソピナート化j](Kanuma.!lucmt同eC/':Qe
1(Q.M.6UHUpooanue)は19-34年ソ連で山版され.1937年松崎撤太郎民によって『多角形企業論』と
して邦訳された。~多角形企業論』という邦訳題名は，原語からいっても，内容からみても不適






経済学批判を専門領壌としていた。著書と Lて以下りものがある， Cy白 e1CmU8HaJl時間岬 e
の'p:Jfcyas1tottnO皿 m削 eCKOU 31COHO.M:UU， 1928 (Ifプルヅョア経済学における主観学時，)。。叩P刷印ope.Awuwr16ypJICya31iOU m四 pem削 eCl(o(t 8KOnO.MUU. K xapaKmepucmuκe 
cof1tua/lb必020ftanpao.lcH.u5l， 1930 (If現代プルジョア理論経済学概説，社会的陣内目性格規定
のために~)。 且.P03eHoepK， HcmopuJl nO/lUmU'ieCKoit 3K01tO.MUU. 1940 (Ii':経済学説史J，邦
訳あめの一部執筆。 Kpumμ回目opeA何'H，HOU 6y p:JICya3Hou nOAumu<tecKoil 3KOftO.MUU 
Am/luu， 1953 (Iiイギリス現代プルク言ア経済学批判J1)QO'tepKu coope.J.-teHHoti dyp:JfCya3Holi 
即岬問問。C1(O(t 1KOHOMUU C丘iA，1956 (Wアメりカ現代プノレジョア経欝学概説J¥ KpU3UC 
coope.M回 HOU6yp:JICya3lwu flO./lUmU'f.eCKOii 31COH.O.MUU. 1959 (Ii'現代プノレショア経理拝。危
.機ム邦訳は平館，宮崎『近代経済学の再検討J1961年)0HCmopUfl [}κOHO.M山町/CuxY句削ua，
1961 (1:経済学説史')， Kp山間同 6yp官 ya3uoilnO.lumu'tec1Coii 3KOHO.MUU T. 1-3， 1962 
1963 (1プノレゾョ?経済学批判的。
2) 却稿， r不変資本充用上の節約」の位置と構成J，W軽済論叢』第117巷第5，6号， 1976年@
































に基づ〈コ γ ピナー ト化， (ロ)廃物 (OTXO，lUの利用に基づくコンビナート化，り原料の
総合的利用に基づ〈コンピナ ト化，である。各々のちに〈る形態は，その前の形態
。発展をあらわしている。そり各々りちに〈る形態は，その前の形態の基礎上で発達
L その前の形態を消滅きせず，それを包含する。廃物 (OTXO") 0)利用が基礎的役
割を演じているコンピナ トが，その内部に基本的原料加工の連続する個々の段階白
存在を排除しなレことはあきらかである。全〈同様に，原料り総合的利用に基づ〈コ














3) H. r. BJl!OMllH， yKG3. CO'f.， CTp. 75，邦訳，前掲書:， 119へ 三λ 時点は引用者。
の この点を強調した論士として，姻江英一「結合企業の重層性Jr経済論叢』第108巻第1号，
1971年。





















































7) K.arl Marx-'Friedri'ch -E.噌"</，協Terke.Bd. 24， Dietz Verlag， 1962. S. 242調唱凡 『マル
クス=エンケ。ルス全集』第24巻， 29S-294ペー ジ固
'8) 目 r.sJHOM剛 .yk.回白紙."CTp. 32，邦訳，前掲書:.47ベー シー
:9) Karl Marx-Friedriιh Engels耳ペ"erke，Bd. 25， Dietz Verlag， 1962. S. 90， 110，邦訳『マ
パクス=エンゲパス全集』第田巻第1分冊. 101， 1訂(ー ジ。
























10) H. r.6J>ωM山 I'yKa3. (;O'l.， 廿p.32，邦訳，前掲書.岨ベー ジ。
11) K. Marx，αp. a九回 25. 弘111，邦訳，前掲書，第25巻第1分冊， 127へー ジa
12) 荷物利用の経演的形態規定性については，前掲拙稿を参伊のこと。
13) との点については，石田和夫『コンビナー トと帯冊目研究..!l197C年. 193へ ν以下を重量照の
こと a
ユ4) 1. r. 6J1lOMIIH. ーVKQ3• 田町" CTp. 42，邦訳，前掲書"'65ベジ。


























15) 日本ター ル協会『タ ル工業改埠史.!I1951年:， 17-20， 36-38ページ。
16) 鉱山懇話会『日本鉱業発達史，中.n1932卑， 781ベ一九

























17) H. r. B凋lOMI:H，y1Ca3田昭， CTp. 64-65，邦訳.前掲書:， 102へージ。
18) K. Marx，噌 α't.，Bd. 23， S.632，邦訳，前掲書，第23巻第2分冊， 789ヘシ。
19) K. Marx， op. cit.， Hd. 25， 5.SlO，邦訳.前掲膏.第25巻第l分冊， 1U1ベー ジa
叩) 1. f. EJlIOMHH， y1Ca3田町， CTp 伍，邦訳，前掲書， 1回へー ジ。
34 (137) 第 121巻第3号

















わゆる ineine:r H比zeでの生産〉は， その金属に対G，とくに高度の要求を出きな
いような場合に寄ら適用されるものである。J2D
ここに引用きれているハイマンの本は，製量実業における l経営結合」の利益
として，(!:燃料節約， ①中間運送費の節約， ③共通設備費節約， をあげてい
る2230 このうち，プリュ ミンは，①のみをとりあげ Cいる。
④②⑨は，ともに「不変資本充用上の節約」であり， w剰余価値学説史』第
20章「リカード学派め解体」におし、て，結合生産 (Ko血binatIon)による生産
21) 1. r， !ljJ福山IH，y<<，何回包 I'CTt. -92"':93，邦訳.前掲書"148へー ジ。
22) H. G. Hey血Auln，日'g<岬üscht~n' "えerkeim deutschen Grosseueng抽出円台， 1904， S 
212-S.213 

























23) K. Marx， op. cit.， Bd. 26， Dritter Teil， S.213，邦訳， 前掲書，第26巻措3分冊. 285-286 
へーシ。
24) 目.r. BJUQMH"ti， y1Ca3. c;例 Ic'rt.24，邦訳，前掲書， 35ページ。


























25) I1. r. EJlIOM聞 ，yKa3 田昭 CTp95.邦訳，前掲書， 152ヘグ。
26) 日本全体の91.8%を調べた通産省調車 『鉄鋼調査週報.n1975年10且27日号所収。


























27) K. Marx， _ 0.ρ.日t.，Bd. 25， S.112，邦訳.前掲書，第25巻第1分間， 129ベー ジ.






a， 加工利用 ↓ 
B 異部門一一→コンビナート化の基礎


















2':1) K. Marx， op. ciムBd.25， S.112，邦訳，前掲書，第25~曹第 1 分冊， 129ベ シu
30) 1. r. 6."'0刷H~ y/fa3. CO'l.， 町p.87，邦首乙前掲書.， 139ベー ク。
31) K. Marx， op. ciムBd.23， S.219-S. 220， >15訳，前掲書，第四巷第l分附.268へジ。





































































35) 日 r.EJlωMHH， 'yKaa. CO't.， 目p.72-73. -3続R.前掲書:.115ベー ジ.


























36) 1. r. OJIIOMHH， y同 3 叩h 凹p.l65.邦訳，前掲書.274ベー ジー
37) M. r. BJllOMHH， .y脚3 叩 'l.， cTp.168，弗訳，前掲書.280へージ。骨点は引思者.



















第 l章第4節「コ γ ピナート化と技術的発達」において rコンビナート化
の発達は，事実上，有害な生産と無害な生産の差異の撤廃をもたらす」として，
38) 1. r. EJlIOMHH， yKa3. CO'l.， crp. 165-166，邦訳，前掲書， 275-276ヘジロ
39) 岩崎允胤『現代社会科学方法論り批判~ (1965包 23-24ベ ジ〉は， ζの点についてつぎのよ
うにのべている。「プリユー ミンの『ブルジョア経済学批判j(本稿注lであげた最後の本 引





40) 1. r. EJlIOMlIH， ylC，四国管， CTp. 40， 151，劃唱R.前掲書， 61， 250ペー ジQ
41) l1. r. EJIIQMlIH， y叩 3.叩 h 口p.45， 151，邦訳，前掲曹:， 71. 251ペー三九


























42) 1. f. BJl即 MtHf， Y剛 3山 '1.， I.Tp.47，邦訳，背骨骨書， 73-74ヘ ジ0
43) l1. r. BJlIOMlIH， yr<a3. co't.， cTp.66，邦訳，前掲書， 104ベジ。
44) y!. r， OJlωMHH， yKaa. CO'(.， cTp.47，邦訳，前掲書， 74へー ジ。


























45) 1. r. EJllOMHH， yκ'a3. oo'l.， CTp. 114，邦訳，前掲書.187ベー ジ.
46) 拙稿， I巨大装置の“技術の経済芋"的分析J. ，科学史研究.!I124号.1977年.

























47) 戸田慎太郎『現代資本主義論~ 1976年.204ペー ジ固なお.戸由民は@についても指摘されてい
る.①については， すでに中村剛治郎民の指摘がある。(中村剛治郎， 月丑代産業公害研究り視
点『コンビナー トと公害H W大1阪市大論集~ 20号. 1974年〉。





















いる。コンビナートの火力発電所は， 石炭の場合， 煤~ん， NOx，重油の場





フりューミ γ申コンビナート論における廃物問題 (150) 47 
資本充用上の節約」視点を一層具体化することが求められている。
